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海洋地殻の脱水反応とプレート境界における間隙流体圧との関係－数値計算からの
考察－

The relation between the dehydration reactions in oceanic crusts and pore pressure on a
plate interface from numerical viewpoints

#三井雄太 [1]; 平原和朗 [2]
# Yuta Mitsui[1]; Kazuro Hirahara[2]

[1] 京大・理・地球物理; [2] 京大・理・地球惑星・地球物理
[1] Dept. Geophys., Kyoto Univ.; [2] Geophysics, Sciences, Kyoto Univ.

http://www-seis.kugi.kyoto-u.ac.jp/˜mitsui/

沈み込み帯のプレート境界において、地震発生帯下端からより深部にかけて、ゆっくりしたすべり現象が発生すること
がある [たとえばOzawa et al. (2002)]。このゆっくりすべり現象は、海洋地殻の変成脱水反応と関連があると考えられて
いる [Kodaira et al. (2004)]。具体的なプロセスとして、従来は、脱水反応により間隙流体圧の増大が引き起こされ、有効
法線応力が下がることにより、安定すべりに近いゆっくりしたすべり現象が起こる、というものが挙げられていた。し
かし、速度・状態依存摩擦構成則を用いた数値モデリングからは、逆に、脱水反応による間隙流体圧の緩和が起こり有
効法線応力が上がるモデルのほうが、ゆっくりしたすべり現象は起きやすいことが示唆されている [Mitsui and Hirahara,
in revision]。

そこで、次に問題となるのは、脱水反応による間隙流体圧の緩和などという現象が実際に起こり得るのか、という点
である。本発表では、この点に関して、[Wong et al. (1997)]のモデリングを用いた数値計算から、脱水反応に伴う透水率
増大 (固相部の体積減少)が顕著であれば、このような現象が起こり得ることを示す。現在、海洋地殻を構成する主要岩
石の脱水反応によって透水率が急増するという岩石実験の結果は得られていないが、蛇紋岩については、脱水反応によ
り透水率が数桁上昇するという実験結果が得られている [Tenthorey and Cox (2003)]。本発表で示される数値計算結果は、
将来、海洋地殻を構成する主要岩石の脱水反応でも透水率が急増するという実験結果が得られた場合に、沈み込み帯の
ゆっくりすべり現象の発生要因を解明するための大きな手がかりとなるであろう。
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